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「テレビ放送とネット配信、視聴者はどう観ているか？」 
Twitter分析レポート提供開始 

～角川アスキー総研とＮＴＴデータで各コンテンツの横断型視聴者分析レポートを作成～ 
 

株式会社角川アスキー総合研究所 

株式会社ＮＴＴデータ 

 
株式会社角川アスキー総合研究所（以下：角川アスキー総研）と株式会社ＮＴＴデータ（以下：ＮＴＴデータ）は、

「コンテンツ提供プラットフォーム横断型視聴者分析レポート（以下、視聴者分析レポート）」を提供開始します。 

角川アスキー総研とＮＴＴデータは、各コンテンツ（地上波 TV放送、BS/CS放送、VODサービス、ストリーミン

グ型ネット配信、ラジオ等）に関して投稿されるツイートデータを集計することで、プラットフォームを横断した視聴

ユーザーの動向を確認する視聴者分析レポートを共同開発しました。 

これにより事業者は、これまで困難だった複数プラットフォームでの各コンテンツを俯瞰的かつ横断的な分析

データを利用し、各プラットフォームの視聴状況の確認、コンテンツの評価が可能となります。 

角川アスキー総研は、複数メディアコンテンツの辞書作成、統計分析を行い、ＮＴＴデータは、ツイートデータ

の提供、ユーザー属性情報の提供、分析ノウハウの共有を行います。 

角川アスキー総研とＮＴＴデータは今後、視聴者分析レポートを数多くの事業者へ両社で提供し、ソーシャル

データを活用する市場のさらなる拡大を促進していきます。 

 

【背景】 

昨今、コンテンツの視聴方法はテレビ機器からインターネットを利用したスマートフォンに変化しており、コンテ

ンツ提供の方法も、地上波TV放送、BS/CS放送、VODサービス、ストリーミング型ネット配信、ラジオ等、多様化

しています。現状、これら複数のコンテンツ提供プラットフォームの各番組が時間帯ごとに、どの程度話題になっ

ているのかを横断的に見ることは難しい状況です。 

角川アスキー総研は、コンテンツ、メディア、リサーチ、デジタルコンテンツに関する技術力を生かし、2014年よ

り高速性、網羅性をテーマとしてツイート解析技術の開発に取り組んできました。また、ＮＴＴデータは、これまで

自然言語処理エンジンや AI技術を用いて、ツイートデータやブログ等のソーシャルメディアを活用するためのサ

ービスやコンサルティング、テキストデータと数値データの双方を含むビッグデータの活用について、積極的に

取り組んできました。 

今回、両社の取り組みで蓄積してきた技術力・ノウハウを活用し、複数のコンテンツ提供プラットフォームに関

するツイート分析を行うことで、プラットフォーム横断での視聴者分析レポートの提供が可能となりました。 

 

【特長】 

Twitter はコンテンツ提供プラットフォームの枠にとらわれず、視聴者がリアルタイムに投稿することが可能であ

るため、その投稿内容を集計することで、時間帯ごとに複数のコンテンツ提供プラットフォームを横断してランキ

ング作成・分析を行うことができます。視聴者分析レポートを利用する事業者は、分析データを利用して、各プラ

ットフォームの視聴状況の確認、コンテンツの評価が可能となります。 

例えば、ネット放送が盛り上がっている際に地上波の盛り上がりはどうなっているか、対象コンテンツをツイート

したアカウントは他にどんなコンテンツに興味を持っているのか、年代性別はどのように分布しているかを確認す

るなど、さまざまな視点から視聴者分析レポートを利用できます。これにより、これまでにない、複数プラットフォー

ムでの俯瞰的かつ横断的な情報として活用でき、各プラットフォームの視聴状況の確認、コンテンツの評価がで

きるようになります。 

 



【各社の役割】 

角川アスキー総研：複数放送メディア、番組に関する新語・類義語を含む辞書を常時最新化して保持しており、

この辞書を用いた言語解析を行うことで、視聴者分析レポートで利用するデータが作成可能となります。加えて、

これまでリアルタイムトレンド解析サービスの提供により蓄積した統計分析ノウハウを生かし、分析・集計データを

作成します。 

ＮＴＴデータ：Twitter公式パートナーとして、ツイートデータの提供を行うとともに、ユーザープロファイル DB（注

１）を利用した投稿者のプロフィール推定情報を基に、ランキングデータの男女比率・年代・居住都道府県等の分

類を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【今後について】 

今後、角川アスキー総研とＮＴＴデータは、ソーシャルデータを活用する市場のさらなる拡大、促進を目的に

数多くの事業者へ視聴者分析レポートの提供を目指します。また、視聴者分析レポートを利用し、これまで確認

することができなかった情報を活用することで事業拡大を図る事業者を支援していきます。 

 

 

（注 1）ユーザープロファイル DB 

全Twitterアカウント（日本語アカウントのみ）の過去全量ツイートを分析し、ユーザー属性や嗜好性等の推定データを保持しています。属性

推定情報は、年齢、性別、居住都道府県、職業、趣味・嗜好等（他多数）の情報であり、依頼により個別提供が可能となっています。 

 

＊本取り組みにおいて活用の対象となる Twitter データは、Twitter アカウントの所有者が個人の意思で公開している情報のみが取得可能であ

り、それ以上の情報は取得・分析できません。また、あらゆる分析、データの提供に際しても、個人の特定や、個人情報を紐づけるための追加

の情報収集・解析、および個人を特定できるような形でのデータ追跡などは、一切行うことはできません。 

＊掲載した図中の数値・項目は全てサンプルデータとなります。 

＊その他の商品名、会社名、団体名は、各社の商標または登録商標です。 

 

 

【株式会社角川アスキー総合研究所】 URL： http://www.lab-kadokawa.com/   

角川アスキー総合研究所は、角川グループに属する法人向けのシンクタンク、リサーチ・メディア企業です。角川グルー

プの持つコンテンツ力、メディア力、リサーチ力、 デジタルコンテンツに関する技術力を生かし、「メディア」「エンターテ

インメント」「インフォメーション」の 3 つの対象領域で事業を展開。テクノロジーや消費者行動 の変化を捉えながら 日

本のメディア・コンテンツ産業に貢献すべく、課題となる重要テーマに取り組んでいます。   

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

 

〒113-0024 東京都文京区西片 1-17-8 KSビル 2F 

株式会社角川アスキー総合研究所 担当：吉川、黒田 

（TEL：03-5840-7811、Mail：info@lab-kadokawa.com）   


